
① センサー先端の固定について

・スカセンサーの光ファイバーは電線のように直角に曲げることは出来ないため、上下方向に
センサーを固定することは難しい。

電線の場合

直角に曲がる

スカセンサーの場合

直角に曲がらない

固定が１箇所程度となり
安定しない

・スカセンサーの配置、固定は下コーナーを水平に這わせ、側面に固定するのが良い。

先端付近を
V字貼りで止める 途中 V字貼りで

何箇所か止める

コンクリートに埋まらない箇所は
布テープ等でしっかりと固定

充填確認後
この辺りを切断、先端を撤去
（ハサミで簡単に切れます）



② センサー尻手の養生ついて

・前日などにセンサーの設置を行い、翌日打設をする場合など、センサーの尻手が汚れないように
養生が必要。

尻手先端の養生（例）

ビニール袋等

③ タグの取り付け

・現地で配線ミスを犯さないよう、予めセンサーに番号タグを設置するのが良い。
・設置位置は、センサー先端付近、センサー尻手付近、センサー切断位置付近の３箇所を推奨する。
（先端付近はセンサー固定後、撤去する必要があるので、切断後のセンサー番号が不明にならない
よう、切断位置付近にも設置する）
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先端付近
（センサー固定後撤去） 切断位置付近

（切断位置の先端側） 尻手付近

切断位置

撤去後のセンサー先端部

※尻手が汚れると、
判定機の故障の原因となる


